
市立奈良病院を受診された患者様へ 

 

当院では下記の臨床試験を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用又は提供されるこ

とを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 

 

研究課題名 
肺切除におけるリピオドールマーキング法の有用性、安全性に対する 

多施設共同後ろ向き研究 

当院の研究責任者 
所 属： 呼吸器外科 

責任者： 寺内邦彦 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 
京都府立医科大学呼吸器外科・島田順一（研究代表） 他７施設 

本研究の目的 

手術中に位置が同定困難な肺病変に対する肺切除術で、これまで併施してき

たリピオドールマーキング法について、多施設の症例データを集積して、本

法の安全性や合併症について検討します。 

調査データの該当期間 2018年 7月 11日～2019年 3月 31日 

本研究の対象及び方法 

（使用する試料等） 

当院呼吸器外科において、肺切除の際にリピオデールマーキングを受けられ

た患者の診療記録（カルテ）より、年齢・性別などの患者属性、病変の医学

的情報、リピオドールマーキングの手技に係る治療情報について、診療記

録・画像データから抽出して統計学的な検討を行います。 

試料・情報の 

他の機関への提供 

得られた医療情報は個人を特定できないように匿名化の上、管理番号ととも

にデータファイル化し、当該研究本部（京都府立医科大学・呼吸器外科）へ

提供します。 

個人情報の取り扱い 

本研究課題に関わる個人情報および医療情報は、当院電子カルテおよびネッ

トワークから隔絶されたコンピューターでパスワード付きデータファイル

を作成・保管します。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究に関連し、開示すべき利益相反はありません。 

お問い合わせ先 
ＴＥＬ：0742-24-1251 

担当者：呼吸器外科・寺内邦彦 

備 考 

本研究は個人が特定されない後ろ向きの観察研究のため、本公開文書を持っ

て同意取得といたします。同意の撤回または拒否の意思がある場合は、2018

年 9月 30日までに申し出てください。 

 


